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第二編 結核感作家兎経氣道結核再感染實験例

(昭和16年12月27日 受領)

北海道帝國大學醫學都病理學教室

教 授 武 田 勝 男

助教授 新 保 幸 太 郎

第一章 緒 言

人麗結核症中吾人 ノ最 モ屡 丸遭遇 スル肺結核 ノ

病理組織學的憂化 ハ極 メテ複雑多岐ニ亙ルノ・周

知 ノ事實 ナ リ｡其 ノ嫁 ツテ來ル理 由ノ・種 々ナル

因子 二依 ツテ左右 セ ラルル モ ノナル モ、之等諸

攣化 ノ登生機轄 ノ解明ノ・病理學的 ノミナ ラズ臨

休方面 二於 ケル治療 上ニ モ極 メテ重要 ナルハ言

ヲ挨 タザル所 ナ リ｡其 ノ組織學的病型 ヲ左右 ス

ルモ ノノ、感 染系路、 菌量 、毒 力 ノミナ ラズ免疫

學的問題 ノ關與 スル コ トハ夙 二知 ラル ・所 ニ シ

テ、之等 二關 スル 研究業績 ノ・極 メテ多 薮 二上

ル｡余 等 ハ之等 因子 申特 二免疫學的問題 ノ・結核

感染佃禮 二於 ケル病 機獲展 ノ核 心 ヲナ スモ ノ ト

信 ジ、 形態學的立場 ヨリ之 レテ検討 セ ントセ

リ｡

此 ノ基礎實験 トシテ余等 ハ健 康家 兎 ノ経氣道結

核初感染 二依 ル肺臓病慶 ノ詳細 ナル組織學的墜

化 二就 イテハ既 二第一編 ニ於 イテ嚢 表 シ且此 ノ

病痩 二見 ラル ・各種防禦細胞 ノ由來、機能及 ビ

其 ノ消長 二就 テノ・些 力批判 テ試 ミタル所 ナ リ｡

今 同余等 ハ更 二結核感作家兎 ノ氣道 内二同結核

菌 ヲ再注 入 シ此 レニ依 リテ惹起 ζラ レタル肺臓

病慶 ヲ観察 シコ レト從束 ナサ レタル諸先人 ノ實

験 的結核再感染像 トラ比較検討 シ併 セテR6ss-

1e,Gerlach,Klinge氏 等 二依 リテ膿系 ヅケラ

レタル 組織Allergie性 攣 化 テ 追求 セ ン トセ

リ｡此 レヨリ肺臓 二 於 ケル結核Allergieノ 形

態 學的攣化 テ把握 シ、結核症 ノ病理組織 學的慶

化 ノ根 本 テナ ス滲 出蚊 ビニ増殖機轍 乾醗 性

室洞形成 トAllergie性 反癒 トノ關係 テ論 ゼン

トスルモ ノナ リ｡

第二章 實駿方法及ビ材料

實瞼動物ノ・成熟家兎テ選ビ、結核菌ノ・人型結核

菌(上池型)ヲ使用 ス｡感 作ハ該結核生菌10mg

皮下注射二依 リ、Pirquet氏 皮内反慮陽性韓化

ヲ待 ツテ、 同結核生菌25mgラ 氣道内ニ再注

入ス｡再 注射後死亡セルモノ以外ハ表示 スルガ

如 ク適當ナ時期二順次室氣栓塞ニテ致死 セシメ

テ剖検 二附 シ、後鏡検 ニヨリ仔細二観察 セリ｡



276 武 田｡新 保 二肺 結 核 症 二於 ケ ル結 核 「ア レル ギー」ノ意 義 【第20巻

鍵

第1表 氣道 内緒核再感染例

家

兎

番

號

髄 重 瀦樽

開 終

始 了

慮

置

間

隔

後

置

後
慮
置
後
日
徽

く 　　

禰 隔 攣 海 雌 病勢 血…氣1空i結

ヒ
蘭

田

　
ア
　
血

病

攣

程

麟 胞麟 雌:液欄 球性麹 成菌

Nr.1

白頂噛 滲雛 驚

i22・一 ・・ 騰 雫3・ 日1摯鍛 理11日L;一 「、一 … 轟±!柵:+・±i紳 噛

Nr.2・22152145

注射 .___ヒL

Nr.32450a2325

Nr.423502000,,

N・ ・5250018751-

Nr.6285024501,,

Nr.725002000

タひ

,,… 蜘「7t… 　 丁　 …冨 …-1干、午}手

魯登,驚

℃勺

日 ラ,

廷臥=三 τ」珊 世壁 二瞳
7日+料+/±'士 ±柵 ±+柵 一 ±庸

,,…7日}社 事+㌘ ±王:砥 柵 三野

」ご一
1日 一 一 一 一 ニ ー 什 キ…世1土}圭 ヒニ1量

1娼 擢 ±齢 ±)1柵+++-i± …N-i-H

Nr.827502250,,

Nr｡925001950…,,

世二睡

世二埜
}十 一 十

十一十

一 二_ぬ 座L世 ±世三L規 世廿}二声珊二二柵量こ艇
日5り 日

,,}70H柵 冊 冊

雌キ駆淵 撫葺瓢講i調諜

一一 一曲 二駐

降

第三章 實験成績

本群ハ結核感 作家兎ズ氣道内二人型結核生菌

25mgヲ ・5ecノ生理的盆鞭ニテ浮遊液 トナシ注

入 セルモ ノナ リ.

Nr.1-2】 日目所見

肉眼的二肺臓 ハ著 シク容積 ラ増加 シ暗赤色ニ シ

テ冠且液二富 ミ硬度ハ柔軟ナ リ｡割 面ハ同様鯵血

著明、氣容二乏 シケレドモ未ダ限局性病攣 ヲ認

メズ.鏡 検 スルニ結核菌 ノ沈著 セル呼吸小氣管

枝、肺胞二於 イテ結核菌テ園 ミ多核白血球ノ、花

環状 ラナ シテ浸潤 シ粟粒膿瘍 ラ形成 シ、其 ノ周

園 ノ肺胞内ニハ漿液性滲出液二混 ジテ多核白血

球及 ビ輩核大細胞 ノ出現 テ認 ム｡肺 胞壁ハ水腫

様懸粗及 ビ白血球 ノ浸潤二依 リテ肥厚 シ、毛細

血管ハ著 シク獲張 シ内被細胞ハ腫大 シ、細葉間

静賑二於 テハ周園二白瞭求及ビ小圓形細胞 ノ浸

潤 テ認 ムルモノナ リ.叉 此 ノ病竈部 ノ中心ヲナ

セル比較的大ナル氣管枝粘膜上皮 ハ著 シク霧粗

トナ リ原形質ハ崩壊 シテ内腔二睨落 ス｡病 竈周

邊部二於 テハ肺胞内滲出物ハ滅少 シ、代償姓籏

張 ヲ示 セルモノアリ穏

結核菌ハ郎 皿球 ノ限局性浸潤竈ニー致 シテ小塊

歌 テナシテ多敷誇明セラレ、輩核大細胞手ヨリ

テ貧喰セラル ・モ ノ多 シ、且叉穎粒朕乃至萎縮

ノ如 キ退行攣性二陥 レルモ ノ多撒登見セラル｡

Nr.32日 目所見

肺臓容積ハ増加シ殊二右肺二於 テ著明ナ リ｡表

面、割面共二暗赤色ニシテ血液二富 ミ、硬度ル、

肺門部 ヲ中心 トシテ稽 丸増加 シ此虚二肺炎様病

竈 テ認 ムルモ著明ナラズ｡

鏡検 スルニ小氣管枝及 ビ肺胞内結核菌 ヲ園 ミテ

多核白血球、輩核大細胞及 ビ少量 ノ繊維素檬物

質 ノ滲出ヲ認 メ、之 レニ接 スル肺胞壁ハ水腫榛

霧粗 ヲ示 シ白血球及 ビ輩核圓形細胞 ノ浸潤二依

リテ肥厚 スル｡又 此 ノ中二散見セラル・結締細

胞ハ著 シク腫大 シ核 モ亦大 トナ リ淡染セリ｡病

竈中心部二於 テハ之等肺胞内滲出細胞 ト肝胞壁

トハ密二接 シテ雨者 ノ境界ハ不明瞭 トナルひ然

レドモ病竈周邊部 二於 イテハ肺胞壁モ細血管ハ

著 シク癩張 シ、肝胞腔二於 イテノ・細胞成分二乏

シク主 トシテ濃厚 ナル漿液性物質 ノ滲出 ラ認

ム｡斯 カル炎症竈ハ氣管枝 テ申心 トシテ竈病舩

ヲナ シコノ間二存スル健康部位 ノ肺胞ハ代償性
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二嬢張セルモ ノ多 シ｡氣 管枝二於 吻ル病攣ハ細

少 ナルモノ不呈張 ク内腔ハ多核 白血球及ビ脱落上

皮 ヲ混ゼル粘液様物質二依 リテ充満 セラレ、粘

膜上皮ハ腫大 シ原形質ノ・崩壊 スボ 戸

粘膜下組織及 ビ周園結締織暦中二多核 白睡 求ノ

寝 潤 チ認 ム、∬巳管病愛ハ浸潤竈 ノ中心部 二往 リ

テハ肺胞内滲出物二依 リテ著 シク腿迫セラレテ

貧血性 トナリ且細胞侵潤中二埋浸 ス、周邊部 ノ

比較的大ナル静諏 ハ赤血球二依 リテ充墳 セラレ

内被細胞ハ隆起 シ白血球η、血栓獣 テナシテ表面

二附著 ス、又血管周園 ニ於 テハ園形細胞 ノ浸潤

ラ認 ム.

結核菌ハ白血球侵潤山竈 二於 テ最 モ多量二誇明セ

ラル ・モ其 ノ藪量ハ減少 シ、散在性 トナリ、所

々凝集状小塊 テナセリ｡菌 型ハ著 シキ退行性攣

性二依リ萎縮乃至細長 トナ リ更 ニ頼粒状二分裂

シ被染性モ亦減弱 セリ｡

Nr.4Nr.57日 目所見

雨肺臓共 二容積 ヲ増加 シ表面 ノ・暗赤色、散在性

二大小種 々ノ灰白色 ノ斑鮎状病竈 テ認 ム｡割 面

二於テハ限局性病竈ハ更二著明二識別 セラ レ之

等ノ・互二融合 シテ大ナル病竈 テ形成 シ右肺下指

部ノ・禰蔓牲肺炎像 テ呈 セリ｡鏡 検 スルニ各病竈

周邊部二見 ラレシ焦1貼周園炎症ハ清退 シ病攣部

ノ周閲二封 スル境界ハ明瞭 トナル｡肺 胞内多核

白血球ハ攣性崩壌 シテ其 ノ薮 ヲ減 ジ、輩核大細

胞ハ著 シク上曾加 ス、之等ハ互二連結 シテ肺胞腔

ヲ充 シ肺胞壁 トノ境界ハ不明瞭 トナ・レ｡… 方肺

胞壁間質細胞ハ腫大檜加 シ且圓形細胞 ト浸潤 二

依リテ肥厚 ス｡之 テ弾力繊維染色ヲ施 シテ検 ス

ルニ該繊維ハ眞 ノ結核結節二比 シテ破壌消失ハ

比較的輕度ニシテ肺胞像 テ朧 グ乍ラ識別 シ得,

叉格子状繊維 テ見ルニ肺胞壁チ園 ミ増加セルモ

肺胞腔内軍核細胞間ニハ侵入セズ｡然 ルニー方

肺胞壁二初嚢セル病竈ハ圓形乃至欄圓形ニ シテ

淡明ナル細胞核 ヲ有 スル幼若類上皮細胞 ノ檜殖

ニヨリテ結靖状 ヲナセリ.血 管病攣ハ著明二現

ハ レ、小血管殊二静脈内被細胞ハ腫大檜殖 シ内

腔二向ヅテ隆起 シ殆 ンド閉塞セントスル像 ラ呈

シ、又劉園 ハ圓形細胞 二依 リテ結節駄 二園続 セ

ラル｡氣 管枝 二於 ケル病攣 ラ見 ルニ小ナ ルモ ノ

ユ強 ク内腱 ハ多核 白血球 及ビ躍核細胞 テ混 ゼル

粘液様物 質 二依 リテ充 タサ レ、 胃粘膜 上皮細胞

ノ・腫 大 シ核 ハ淡 染 セ リ
.

結核 菌ハ攣性 崩壊 セル多核 白離 求浸潤竈 二於 イ

テ謹 明 セラ レ之等 ハ小塊 状乃至 ハ散 在性 二存在

シ、攣性 崩壊等 ノ退行攣性 二陥 ルモ ノ多 シ｡

Nr、6Nr.714日 目所見

病攣 ハ右肺 ニ著 シク｡容 積及 ビ硬度 ハ増加 シ表

面 ノ・淡赤 色ニ シテ大小種 々 ノ結絡歌硬結 ヲ調知

ス｡割 面 ・・稽 気貧血性、結核病竈 ハ米粒大 ヨリ

碗豆大 二及 ビ狐立或 ハ互 二融合 シテ不規則 ナル

形態 テ示 シ、後 脊部 ハ禰蔓性 ナ リ.
き

鏡検 スルニ肉眼的 二孤立 シ圓形乃至三 輔 犬態 子

呈 セルモ ノノ・圭 トシテ細葉性屠殖型 ノ組織 像 テ

示 シ、互 二融合 シ禰蔓性擾大 デ示 セルモ ノハ滲

出及 ビ増殖 ノ雨病型 二互 二錯 雑 シテ其 ノ造構 モ

亦複維 ナ リ｡前 者ハ類上皮細胞群 ヨリナ リ中心

部 ノ、乾酪性壌死 テ認 ムルモ部 位 ニ ヨリ強弱 ア・

リ、最外層ハ淋巴球 二依 リテ園続 セ ラル｡後 者

ノ組織像 テ検 スルニ其 ノ中核 テナ ス小氣管枝及

ビ之 レニ囑 人ル肺胞 内滲出細胞及 ビ周尉 ノ炎症
ノ

性組織 ハ共 二乾酪攣性 二1衣リテ無構 造物 質 ト化
瞬シ多量 ノ核破片 ヲ認

ム｡之 レニ接 シテ園形、備

園形 ニ シテ「クロマチ ン」二乏 シキ類 上皮細胞 ノ

檜 殖 ラ認 ムルモ、 コ ノ中二大滲 出細胞 モ亦謹 明

セ ラレ雨者 ノ識 別困難 ナ リ｡叉 周邊部 ニ於 イテ

7日 月 二認 メ シガ如 キ肺胞 内軍核大細胞 ノ檜 殖

ヲ認 ムル コ ト稀 ナ ラズ,叉 一部 ニ於 イテノ、肺胞

膣 ハ籏張 シ多量 ノ大滲出細胞 及ビ多核 白i匿球 ヲ・

含 メル漿液性滲 出物 二依 リテ充満 セ ラルルモ ノ

アリ｡該 病攣 ハ下葉後脊部 二著明 ナ リ.血 管病

慶 ノ・静脈 ニ著 シク内被細胞 ・・腫大塒殖 シ周園 二

小 園形細胞 ノ浸潤 テ認 メ、動版 二於 テモ同様 ナ

ルモー般 二輕 度ナ リ.

結 核菌 ハ著 シ〃其 ル薮 ヲ檜 加 シ乾酪攣 性竈 ニー

致 シテ多撒糞見 セ ラレ或 ハ散 在牲、或 ハ小聚落
ポ

状 二存在 ス｡菌 ノ形態 テ見ルニ 「カルボール フ
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クシン」ニ依 リテ美麗二赤染 シ且太 ク輕度二灘

曲 シ其 ノ登育 ノ旺盛ナルヲ思惟セシム｡然 シ中

ニハ被染性ハ滅弱 シ攣性崩解 シ細胞二囁取セラ

ルハ モノアリ⇔

Nr.850日 目所見

病攣ハ右肺二著明ニ シテ表面 ハ大小種々 ノ結節

多伏肥厚 ヲ示 シ硬度モ亦檜加ス｡割 面ハ肺胞性結

節性結核 ノ像テ呈 シ申心部ハ黄色 ニシテ乾酪攣

性二陥ル｡之 等病竈ハ淡赤色 ノ肺臓組織 ト明瞭

二囁別 シ得ルモ時二禰蔓性ニ シテ境界不明ナル

部位 テ認 ム、殊二右肺下葉後脊部二於 テ然 リ｡

鏡検 スルニ肉眼的二檜殖性結節 テ認 メシ病竈部

ノ中心部ハ乾酪性壊死二陥 リ之 レラ園 ミ類上皮

細胞及 ビ淋巴球層著明二壷達 シ時二非定型的亘

態細胞ヲ認 ム、陳蕗ナルモノニ於 テノ・類上皮細

胞ハ細長 トナリ、淋巴球層二増加 セル結締織細

胞ハ漸次内部二侵入シ繊維性結節像 テ呈 セリ｡

肉眼的ニ禰蔓性渡大 テ示 セル部位 ヲ検索 スルニ

乾酪性壌死ハ著明ニシテ且互 二融合シテ地圖状

ヲナシ、「エオジン」二淡赤染 セル無構造物質二

攣 ジ中二多量 ノ核破砕物 ラ含 ム｡更 二病攣 ノ高

度 ナルモノノ・軟化溶解シテ室洞形成 ノ初徴 ヲ肯

定 セシムル像ラ示 セルモノアリ、之二接 スル類

上皮細胞層 ノ登達ハ部位二依 リテ異 リ、乾酪攣 、

性 ノ大ナルモノ程細胞層ハ菲薄 トナリ、或部位

二於テノ、類上皮細胞ノ、殆 ンド認 メ難 ク繊維性結

締織二依 リテ圃 マル｡之 等病竈間二介在スル肺

臓組織 ヲ見ルニ肺胞壁ハ結締織 ノ壇殖二依 リテ

肥厚 シ肺胞腔ハ狭隆 トナ リ中二軍核大細胞 ヲ容

ル ・モノアリ、叉壁細胞ハ内膣二向ツテ椴子形

テナシテ増殖 シ腺腫様造構 ヲ斥セルモノアリ｡

病竈中 ノ小氣管枝ハ コノ中二埋浸清失シ比較的

大 ナルモノノ、内腔ハ籏張 シ粘液様物質及ビ軍核

大細胞 二依 リテ充 タサレ、氣管枝粘膜上皮ノ・不

規則二増殖 セリ｡血 管病攣ハ著明二現ハ レ内膜

ハ節維性肥厚 テ示 シ周園ハ小圓形細胞二依 リテ

結繊状二園続 セラル.結 核菌ハ乾酪攣性 ノ程度

二依 リテ異 ナリ、小 ナルモノニ少 ナク、軟化溶

解二傾 ケル部位二於 イテハ極 メテ多量二嚢見セ

ラレ、菌 ハ聚落状二集 合 セルモ ノ又 ハ散 在牲 二

介准 ス｡菌 ノ形態 ノ・肥 大 シ 「カルボー ル、 フク

シ ン」二赤染 シ嚢育 ノ旺盛 ナルモ ノ多 ケ レ ドモ、

申工攣 性、萎縮等 ノ退行漿性 ヲ示 セルモ ノ混在

セ リ｡

Nr.970日 目所 見

肺臓容積ノ・著明 二檜加 シ殊 ム右肺 二著明 ナ リ、

表面ハ結 節歌 二隆起 シ硬度 モ亦輩固 ナル部位 ト

柔軟 ナル部 位 トアリ｡割 面 二見 ルニ結節形威 ハ

著明 二現ノ、レ之等 ハ互 二融 合 シテ大 ナル病竈 ヲ

形成 シ中心部 ノ、乾酪憂 性 二陥 リ且軟 化溶解 シテ

碗 豆大 ノ室洞 ヲ形成 セ リ｡組 織 學的 二見 ルニ病

竈 ノ比較 的小ニ シテ孤立 セル結 節 ハ申心部 ノ乾

酪攣性 ヲ園 ミテ類 上皮 細胞 及 ビ淋 巴球層ノ・著明

二現 ハ レ且結締 織 ノ壇 殖ノ、盆 ㍉顯著 トナル｡此

慮 二砂テハ小氣管枝 ノ新生モ亦促進 セラ死 粘

膜上皮細胞ハ 腫大檜殖 シ内腔晶 向ヅテ隆起セ

リ.病 竈 ノ融合 せル部位 二於テノ・乾酪攣・性ハ著

明ニ シテ島喚状乃至地圖黙 ヲナシテ中二石灰沈

著 ヲ謹明ス｡乾 酪愛性 ノ著明ナル部位二於テノ・

類上皮細胞層 ハ菲薄 トナリ、之二接 スル周園 ノ

肺胞腔内二滲出現象 ヲ認 メ得ルモノナリ｡部 チ

肺胞脇 ハ圓形 ニシテ淡明ナ核 ヲ有 シ、原形質二

富メル躍核大細胞及 ピ之 レノ融合二依 ヅテ生ゼ

ル亘態細胞 子含ム｡叉 或部位二於 イテノ・肺胞壁

間質血管 ハ籏張 シ、肺胞腔ノ・多核白血球乃至輩

核大細胞 ヲ混ぜル多量 ノ漿液性物質 ノ滲出プ認

ム｡次 二室洞形成 テ螢 メル部位 チ見ルニ室洞壁

ハ手滑 ニシテ内容ハ全 ク空虚 ナリ｡最 内層ノ・狭

キ帯第犬乾酪性無構造物質 ヨリナルカ、叉ハ白血

球 ノ浸潤著明ニシテ全 ク膿瘍歌 チ呈セリ｡之 レ

ヲ園ム外履 ・・菲i薄ナガ類上皮細胞乃至ハ非特異

姓肉芽組織 ヨリナル｡此 ノ附近二存在スル大小

ノ氣管枝ハ積張 シ中二多量 ノ多核白血球及ビ組

織 ノ崩壌物質 ヲ認 メ、粘膜 自燈 ハ炎症 ノ輕度ナ

ル黙 ヨリ考 フルニ犠洞内容 ヲ吸牧 セルモノナリ

ト思惟 セラル｡動 賑周園 ハ小圓形細胞論依 リテ

結節状二包園 セラレ、内被細胞下ニモ同檬ナル

細胞浸潤 アリテ内膜ハ著 シク肥厚 シ血管壁モ亦
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霧 粗 トナル｡

結 核菌 ハ乾酪攣性竈、殊 二室洞壁 ニ最 モ著明 ニ

シテ殆 ン ド純培 養 ノ如 ク讃 明 セ ラル｡・…度白血

球 ノ浸潤著明 ナル部位 二於 イテハ結核菌 ノ・少 ナ

久 只此 ノ中 二散 在 セル乾酪攣性崩壌物質 ノ小

塊 中 二多量謹 明 セラル.斯 カル組織像 ヨリ考察

スルエ結核 菌ハ檜 殖 二依 リテ軟化崩 壌 二 陥 レ

ル病竈 中ニ多核 白血球 ハニ次的 二浸潤 シ、 コレ

ヲ溶 解 セ シメ氣管枝 ヨ リ外部 二喀 出 セラルル コ

トニ依 リテ室洞 ノ形成 セラル ・モ ノナ リ ト思惟

セ フ ルレ｡

氣道内結核再感染例小括

結核感作家兎氣道内二同結核菌25mgテ 再注 入

スル叶 キノ・滲出性病攣ハ早期二極メテ急劇二誘

嚢 セラレ、再注射後2～5日 前後最高潮二達シ

1週 間 テ経過 スル トキハ周邊部 ノ肺胞 内滲出物
ゴ

ハ吸牧 セラレ病攣ハ限局性 トナル、之 レニ俘ツ

テ塘殖性病攣ハ梢 為急遽二進展 シ約1ケ 月後一

部ハ局在縮少シ、一部ハ漸進的歪曾強 ヲ示ス｡長

期経過後滲出性病攣ハ再 ビ出現 シ、乾酪攣性ハ

高度 トナリ空洞形成 ラ螢ム｡之 ラ組織學的二観

察 スルニ初期ニハ小氣管枝乃至肺胞 内結核菌ラ

園 ミ多核白血球ハ膿瘍様状テナシテ浸潤 シ周園
一帯ノ・肺胞壁間質血管ノ著 明二充血 シ肺胞腔 モ

亦滲出液ニヨリテ充 タサル｡多 核白血球ハ2～

3日 後急速二獲性崩壌 シ且滲出液 モ亦減少シテ

肺胞内軍核大細胞 ノ檜殖ハ著明 トナリ、之 レト

同時二肺胞壁ハ圓形細胞 ノ浸潤ニ依 リテ肥厚 シ

増殖性結節ヘノ移行型デ認ム｡コ ノ外二肺胞壁

叉ハ氣管枝壁二形成セラレタル比較的小ナル結

節 ヲ履 ヒ嚢見ス｡類 上皮細胞 ノ出現及 ビ形成ハ

非感作例二比 シテ促進セラレ2週 間ヲ経過 スル

トキノ・結節形成ノ・著明 トナ リ、乾酪攣性欄 ミ

周園二類上皮細胞及ビ淋巴球層ラ認ム｡7週 間

後二於矛ハ結節ハ陳藷 トナ リ結締織ノ・層殖 シテ

縮少 シ、反之肺 ノ健康部位ハ漸次其 ノ範圃 斗檜

加 ス.然 ルニ注目スベキハ此 ノ時期 ニアタリ再

ビ滲出現象 ノ嚢現 ヲ認メ、組織像ハ血管 ノ籏張、

多核白血球及ビ軍核大細胞 テ混ゼル滲出液 ノ肺

胞内滲出ヲ認ムル等氣道内再感染像 ニ…致ス.

此 ノ時期二於 イテハ滲出炎症 ノ再燃 ヲ認ムルモ

病勢梢 気静止 シ、乾酪攣性ハ限局性 トナリ多核

白血球 ノ浸潤二依 リテ軟化溶解 シ室洞形成 ヲ螢

ムニ至ル｡然 レドモ室洞形成ノ・小ニシテ飾豆大

ラ超tズ 且健康肺組織聞二散在性 二認 ムルニ過

ギズ｡血 管系統 二於 ケル病攣ノ・全経過 ヲ通 ジテ

小血管 二著明二現ハ レ血管周園及ビ内被細胞下

ノ小園形細胞 ノ浸潤 ラ圭 トシ、陳菖 ナルモノノ・

結締織 ノ増殖二依 リテ肥厚 ス｡然 レドモ血栓形

成壁 ノFibrinoid攣 牲ハ認メ得 ザリキ,氣 管枝

病攣ハ結核菌 ノ沈著部位 ノ小氣管枝二最モ強 ク

加答見性炎症 ヲ主要 トシ病竈 ノ中核 ヲナス｡然

レドモ病攣高度ナルトキハ全 ク此 ノ中二埋浸 シ

テ識別困難ナリ｡

結核菌 ノ消長ヲ観察 スルニ再注入後多核白血球

ノ包園ヲ受 ケ且攣性崩壌二依 リテ急速r消 失 シ

病竈 ノー部 二凝集封犬小塊 ヲナ シテ讃明セラルル

ニ過ギ夙 然 レドモ2週 間後急激二其 ノ敷 テ檜

加 シ、乾酪竈二禰蔓性乃至聚落歌 テナ シ矛多量

識明セラレ菌型モ亦嚢育旺盛 ナルチ思惟 セシ

ム.以 降小病竈部ニテハ菌ハ次第二其 ノ藪 チ減

ジ治癒二傾クモ、大 ナルモ ノニ於 イテハ菌 ハ盆

乱櫓加シ室洞壁ニオイテハ純培養 ノ如ク多量護

明セラル.後 期 二於 テ乾酪竈二多核白血球 ノ浸

潤 ハ部位二依 リテ極 メテ著明ナルモ、此虎二於

イテノ・結核菌ハ減少シ、此 ノ中二散在セル乾酪

性崩壊物質 ノ小塊中二讃明セラルルニ過 ギズ｡

第四章 考 案

文獣 テ案ズルニ實験的結核症二於 テ初感染 ト再

感染 トノ間二病理解剖、組織學的 ノミナラズ臨

躰的所見二於テモー定 ノ差異 ノ存スルコトハ既

二Koch氏 基 礎的動物實験 二 依 リテ 知 ラル ・

所 ナ リ｡部 チ健 康海狸 ノ皮 下 二結核 菌 ノ…定 量

テ接種 スルニ10～14日 後 初 メテ 小 ナル砿結 ヲ
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認 メ同時 二煽所淋 巴腺 ハ腫脹 ス.時 日ノ縄過 ト

共 二結節 ハ漸次屠大 悪化 シ潰瘍 誘形成 シテ途 二

死亡 スルニ至 ル.然 ルニ結核感作海猿 二結核菌

壁再接種 セルニ1～2日 後 紡所 ハ暗赤色 二腫脹

シ時間 ノ経 過 ト共 二盆 支大 トナ リ3日 後皮膚 ノ

病 竈部 ハ壊 死 二陪 リ潰瘍 ヲ形 成 シ痂皮 テ残 シテ

治 癒 ズルニ至 ル｡更 二注 目スベキ・拝ハ コノ際局

所淋巴腺 ハ腫脹 セザル黙 ナ リト云 フ.本 實験 ハ

Koch氏 現 象 ト呼 ビ多 ク ノ結核 再感染 ノ實験 的

研 究ノ基礎 テナ ヘモ ノナ リ.余 等 ノ氣 道内 ニナ

セル結 核再感 染 モ 亦 要 ス ルニ 肺 臓 二 於 ケ ル

Koeh氏 現 象 ト看1故 ス〈ごキモ ノニ シテ之,レガ解

明 ニハー慮Koeh氏 現 象 ノ研 究 ヨリ出凝 セザ

ルペ カ ラズ｡皮 麟 二於 ケルK{〕ch氏 現 象 ハ其 ノ

後 多薮 ノ追試者 二1氏 リテ再検討 セラ レ結核菌 ノ

量、青 力、飼膿 ノ免疫 ノ程嘆 二依 リテ種 々 ノ異

ナ ル反慮型 テ生 ズルモ ノナ リト主張 スル 者 多

久 例 ヘバRist及 ビRolland(1914)ハ 大 艦

三型 テ樋別 シ1♪ 眞 ノKoch氏 現 象 ・:一一一・致z

ルモ ノ2九 充血浮 腫 ヨリ化膿性潰瘍 子形成 シ

テ治癒 スルモ ノ3・ 一次 的感染 ト同様 ナ ・レ結

節 ヲ生 ズルモ早期 二現 ハ レ且速 カニ治 癒 スルモ

ノナ リ ト云 フ.又 其 ノ組織 學的所見 モ亦之二懸

ジテ差 異 ヲ示 スモ ノナ リ ト構 セ ラル.

今Koch現 象 ヲ最初 二検索 セルLewandowsky

瑞 ノ研 究成績 ヲ 見 ・レニ、 再感染24時 間 後結核

薗 ハ血溝様 物質 ト共 二凝罰 シ攣 匪崩壌 セル多核

白血球 二依 リテ包園 セラ レ、周隅組織 ハ高度 ノ

炎症性 ノk腫二依 リテ縁粗 トナルe又 血管 ハ著 シ

ク擁 振 シ多量 ノ多核 白血球 二依 リテ充満 セ ラレ

周 園 二 赤拍1球 ノ濾 出及 ビ遊 走細胞 ノ浸 潤 ヲ認

ムe2～3日 後 局所 ハ壌死 二陥 リ全 ク無構造物

質 ト化 シテ腕 落 シ後 二債瘍 テ残 ス.其 ノ表面ハ

新生 セル上皮 ニ ヨリテ擁 覆 セラ レ治 癒 スルユ至

ル.然 レ ドモ斯 カル潰瘍形 成 二依 リテ直 チニ治

癒 スルハ稀 ニ シテ残存 セル少量 ノ結核薗 ハ類上

皮細 胞 及 ビ亘態細炮 饗リナ ル結鰯 ヲ形成 シ6～

8週 後癒痕 テ残 シテ治癒 スルモ ノナ リト云 ヒ、

例 外的 二抗禮 ノ滅弱 二1衣 リ結核 薗 ・・再 ビ廟殖 シ

病YkXハ 去Pツテ悪化 スル:ト アリ ト構 セリ｡斯 カ

カル例外'チ除 ケバ再感 染病竈 ハ急速 ナ ル治癒 ヲ

示 スモ ノニ シテ此 レガ 理由 ハ病 攣 部組織 ノ壊

死、痂 皮形成 及 ビ腕落 二依 ツテ多量 ノ結核菌 ガ

機 械的 二除 去 セラルル タメナ リ ト云 フ.之 レニ

依 リテKoch氏 現 象 ノ全貌 メ覗知 シ得 べ 〃、後

世諸 先人 ノナセル各種臓器 二於 ケル再感 染像 ノ

根幹 ヲナスモ ノナ リ.次 二余等 ノ研究命題 タル

肺臓 二於 ケル 再感 染二關 スル主 ナル文獣 ヲ通覧

スルニ、Baldwina.Gardnerハ 結 核 感作家 兎

二同結核生菌 ノー定 量 ヲ吸 引 セ シメ タル汽 肺

臓 二於 テ 多該 白血球 及ビ繊維素 ヲ主罷iト セル滲

出性病攣 ハ封照 二比 シテ極 メテ著 明 二現 ハ レ、

滲出細胞 ノ少{教ハ壌 死二隔 レルモ乾酪攣性 ・・認

メ難 ク且定型的結核結節 テ俘 フコ トナク速 力ご

治癒 セ リ ト云 フ｡Toppischハ 氣 道 内初 感染及

ビ再感 染共 二先 ヅ肺胞 内二輩核 圓形細胞 及ビ移

行型 ノ滲出 ヲ認 メ、次 二多核 白血球 出現 シ更 二

再 ビ輩核圓 形人細胞 ノ出現 テ認 メ、細胞 ン反慮

形式 ・・雨者共 ニー致 ズルモ時 間的及 ビ量 的二著

明 ナ ル差異 テ認 メ叉再感 染二於 ケル防禦細胞 ハ

早期 二退行攣性 ニ陥 ルモ ノナ リト云 フ.溝 野、

.束 田ハ経 氣道的結 核感染 ハ初感染 ト再感 染二依

リテ肺藏病墜 ハ著 シク趣 ヲ異 ニ シ、初感 染像 ハ

健常 肺組織 中二孤立性 二生 ジ層輪 形 成著明 ニ シ

テ境 界 モ亦明 ナ リ｡然 ルみ再感染 二於 テノ、滲出

現象 著明二現 ハ レ各病艦 ノ境 界ハ不視則 ニ シテ

健常組織 トノ境 界ハ不 明瞭 ナ リト云 フ｡而 シテ

再感 染病攣 ハ必 ズシモ滲 出性 トハ限 ラズ薗量少

ナ ク煮 力弱 キ時 ハ聡殖性 テ示 ス ト記 載 セ リ.中

田氏 ハ猿 二就 イテ結核感 染 ノ實験 ヲ試 ミ、初感

染像 ハBuh1ノ 所 謂剥 雅性肺 炎二始 マ リ漸次中

心部 ハ乾酪 化 シ周邊部 二類 上皮細胞、亘態細胞

及 ビ淋巴球 浸潤 ニ依 リテ限/嗣 生病竈 テ形成 ス｡

1ケ 月後 焦黒占周園性滲 崩炎 ハ著明 トナ リ3ケ 月

後 中心 ノ乾酪 竈 ハ軟化溶 解 シテ室洞 ヲ形成 ス、

然 ルレー嚇 染一於 テ・・舳 ノ瀦 櫛 愛ハ著シ

ク歩曾撮 セラル ルモ時間 ノ糸肇過 ト共 二歩曾殖性機i縛

ハ促進 セラレ後期 ニ於 テハ結節形成 ハ滲 出性炎
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ヲ凌 駕 スルニ至 ル ト云 フ｡雨 者 テ比較 ス'ルニ最

モ著明 ナル差 異ン・再感 染二於 テハ乾酪攣 性及 ビ

室洞形成 テ 認 メズ 又局所淋 巴 腺二於 イテ結核

牲病慶 ヲ全 ク認 メザル 黙 ナ リト記載 セ リ.叉

Biehlingu.Sehwartzノ 蒲翻辰内及 ビ氣道 内再

感 染ニ於 ケル肺臓攣侮 ヲニ期 二分割 シ即 チ1期

ノ早期 二出現 スル高度 ノ肺病憂 、 皿期 ノ治癒現

象 二就 イテ詳細 ナル観察 ヲ試 ミタリeI期 病攣
　

ノ・急劇 二現 ハ レ且肺臓 ノ廣範園 二亙 リ、肺胞 腔

ハ多核 白血球 、輩核 圓形細胞及 ビ漿液牲物 質 二

依 リテ充墳 セ ラレ更 二特異 ナル ハ高度 ノ壊 死竈

ラ惹起 スルニ ア リell期 ノ、50日 前 後 二始 マ リ

肺胞 内滲 繊細胞 ハi愛性崩壌 二依 リテ吸牧 セラ レ

肺胞像 ハ明瞭 トナ リ壌死竈 ハ結締織 二依 リテ包

園 セラルルモ ノナ リ ト云 フ｡近 年 襲そ亦氣道 内

再感染 二於 イテハ炎症 ノ、封 照二比 シテ急劇 二高
ま

度 ニ現 ノ・レ、且 ツ速労 二治癒 スルモ ノナ リ ト云

ヒ♪組織學的ニノ・先ヅ肺胞内二多核白血玖 肺

胞上皮二由來セル軍核大細胞及ゼ漿液性物質ラ

主罷 トセル滲出現象二始 マリ、5日 後肺胞上皮

細胞 ノ増殖ノ・極 メテ著明 トナリ肺胞内結核結節

テ形成 ス.其 ノ後 ノ維過二於 イテ著明ナル差異

ノ、再感染二於テハ乾酪攣性ハ極 メテ輕度ニシテ

且類上皮細胞 ノ退行攣牲 ノ著明ナルニ在 り.更

二結核菌 ノ消長ヲ検 セルニ、再感染二於 テハ結

核菌ノ・血液中ノ抗盤作用二依 リテ凝集 シ次 イデ

多核白血球二包園セラレテ退行攣性ヲ示 スモ氏
な

ノ・膣液性殺菌作用 ヲ重要覗 セ リ.要 之、結核再

感染二於 ケル病攣 ハPage1氏 等 モ述 べ シガ如

ク菌 ノ毒力、菌量、動物種 別、感作程度、乃至

臓器 ヲ異 ニスル づトニ依 リテ其 ノ間多少 ノ差異

ラ認 ムルモ根幹 ヲナス反慮形式 ハ…致 ズル モ ノ

ナ リ｡彗

即 チ再感染 ノ反 癒ハ急性 炎症 トシテ急激且高度

二誘蛮 セラ レ初感染 二 比 シテ 治癒 傾向ハ 大 ナ

リ｡之 レヲ組織學 的二検 スルニ初期 ニハ滲 出性

病攣、後期ニハ所謂檜殖牲炎症 テ以 テ終嶋 スル'

ヲ常 トスルモ、時二炎症 ハ初期 ノ滲出性病慶 ノ

ミニ シテ後期 ノ増殖性炎症 ノ、極 メテ輕微 ナルカ

又ハ殆 ン ド認 メ得 ザルモ ノ、又 ハ逆 二増殖炎症

著 明ニ シテ滲出性病攣 ノ弱 キ例 モ亦認 メ得 ラル

ルモ、斯 カル例 ノ登生機 轄 二就 イテノ、深 ク追求

セラ レザ リキ.余 等 ノ研究 二依 リ初期滲 出性病

攣 ノ獲生ハ全 ク循環障碍 二蹄 因 スルモ ノニ シテ

何 レノ臓 器 二於 イテモ先 ヅ多=核白血球 ノ遊 出 ヲ

認 ム花勲 轟於 牙…致 スルモ ノゲルモ、漿液 ノ滲

出ノ・皮 構其 ノ他徴密 ナル臓器 二弱 ク、反之組織

壊 死ノ・著 明二護現 ス｡肺 臓、肋膜 ノ如 キ血管 二

富 ミ且一一定 ノ内腔 ラ有 スルモ ノニ於 イテハ大滲

出細胞 ラ含 メル滲出液 ハ高 度二出現 シ、組織壊

死 ノ・比較的輕度 ナ リ｡亜 之檜殖性病攣 ノ・結締織

性一組 織 球 性細胞 タル類 上皮細胞及 ビ亘態細胞

ラ中心 トシテ現ハ レ、 之等防禦細胞形成 ノ促進

セラル ・ノ・何人 モ認 ムル所 ナルモ之 レガ糞生機

轄及 ビ初感 染二於 ケル該細胞 トノ間 二機能的 二

如何 ナル差異 ノ存 スルヤ ノ諸黙 二就 イテハ未 ダ

充分 ナル研究 テ見 ザルモ ノナ リ｡、

斯 クノ如 ク結核 再感染 二於 テノ・滲 出性炎 ト増 殖

性 炎 トハ相前後 シテ現ハ レ極 メテ密接 ナル關係

ノ存 スルノ・疑 フベカ ラザル所 ナルモ、前 者ノ、血

管障碍、後者ハ固定細胞 ノ反慮 ニ シテ雨者ノ、互

二掲立 セル反慮 ト看微 スベ ギヤ否二就 イテハ多

ク ノ疑議 ノ存 スル所 ナ リ.如 何 トナ レバ結核再

感染ノ・結核菌 ヲ抗元 トセル「ア レルギー」性反鷹

ヲ考慮 セザルベ カラザ レバ ナ リ｡周 知 ノ如 ク血

清 「ア レル ギー」性反慮 ハ初期 ハ血管結締織 ノ滲

出性一攣 性 ハ性攣 化ニ シテ、後期 ノ肉芽腫形成

ハ初期病攣 二依ル組織障碍 テ修 理 セ ントスル結

締織性一組織球性細胞 ノ特殊 機能 ヲ螢 ム タ メ ナ

リト構 セラ レ、細胞 ハ腫大 シ且原形質ノ・著 シク

嗜 盤基性 プ示 ス黙 ヲ特異 トス｡近 時竹 内教授 ハ

類 上皮細胞 及 ビ互態細胞 ノ形成 ハ初期滲 出性病

慶 二於 イテ結棟菌 ガ多核 白血球 ニ ヨリテ崩壌 セ

ラレ其 ノ結果遊離 セル脂肪酸 二封 ヘル反磨 ニ シ

テ從來 ノ如 キ防禦 細胞 トシテ ノ贋値 ヲ認 メズ ト

云 ヘ リ｡

次 二注 目 スペ キハ氣 道内再感 染 二於 ケル肺臓病

慶 二見 ラル ・乾酪化 及 ビ室洞形成 ノ問題 ナ リ｡

辱
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本現象 ハ余等 ノ研 究命題 タル乾酪性 肺炎 ノ中核

テナ ズ重要 ナル要素 ノ… ニ シテ、特 二之 二就 イ

テ注意 テ置 キ タ リ｡從 來諸先人 ノ文獣 ラ通覧 ス

ルニ再感染 二於 イテハ乾酪化 ハ初感染封照 二比

シテ弱 シ トナ ス者 多 シ｡更 二免疫學的見 地 ヨ リ

見 ルニ種 々 ノ條 件二依 リ反鷹形式 ハ多少 ノ修飾

ヲ受 クル モ結果 二於 イテハ何 レモ炎症 ハ初感 染

二比 シテ速 カニ治癒 シ又 ハ治癒 ノ傾 向 子認 メタ

リ｡周 知 ノ如 ク結核症 二於 イテ得 ラルル免疫 ハ

比較的免疫 ニ シテ個禮 ハ獲得 セル免疫程 度限界

内二於 ケル再感 染量 二封 シテノ ミ防禦作 用 轟有

シ大量菌 ノ感 染二封 シテ・・完全 ナル免疫作 用 ヲ

嚢揮 シ得 ザル モノナ リ、サ レバ從 來行 ヒ タル再

感染實駿 ハ少 ナ クトモ結核 発疫限 度内ニ テ行 ヒ

タル モ ノト思 惟 セラル｡今 同余等 ハ極 メテ多量

ノ結核菌 テ使 用 セルモ ノニ シテ雨者間 ニ…定 ノ
タ

差異 ノ存 スルノ・明ラナル事實 ナリ｡斯 クノ如ク

再感染革使用セラルル結核菌 ノ量的問題ハ結核

牲病攣 ノ治癒乃至悪化二決定的意味 ヲ有 スルニ

モ拘ラズ、之 レト組織學的攣化テ關聯 セシメテ

明確二論 ジタル研究ノ・殆 ンドナシト樗 スルモ過

言デナイ｡サ テ之等諸先人 ノ研究業績 ト余等 ノ

研究成績 テ比較検討 スルニ結核感作動物氣道内

二生菌 ノ大量ヲ用 フルニ肺病攣ハ急性滲出炎 ヲ

以テ急激二誘嚢 セラレ病竈ハ氣管枝 ヲ中心 トシ

テ出現スルモ禰蔓性二近 ク非感作例二比 シテ廣

範園二亙ル｡組 織躍的二検 スルニ肺血管 ノ充血

ハ著明ニ シテ滲出セル滲出液及ビ白血球 ハ肺胞

腔 ラ充 シ時二出血 テ俘ヘリ｡白 血球 ハ結核菌ヲ

園 ミ膿瘍歌 テナシテ浸潤セルモ短時間後攣性崩

壌 シ、之二代 リ電核圓彩大細胞 ノ檜加埠認 メ、

該細胞ハ多量 ノ結核菌ヲ貧喰 スe1週 後 ・方肺

胞壁二於 テ類上皮細炮ハ速 カニ且多量出現 シ結

節形成ハ著 シク促進 セラレ2週 聞後中心部 ハ乾

酪攣性ラ示 ス｡後 期二於 イテハ淋巴球及ビ結締

織 ノ増殖二依 リテ病勢 ハ艀止 シ周園肺胞内ノ滲

出物ハ吸牧 セラレ健康部 トノ限 界 ノ、明瞭 トナ

ル｡然 ルニ病竈 ノ廣範閲二亙 リ乾酪化 ノ著明 ナ

ル部位二於 イテハ結核菌 ノ増殖 ハ顯薯 ニ シテ

病愛組織二軟化 シ白血球 ノ浸潤二依 リテ溶解 シ

空洞 ヲ形成スルニ至ル傷更 二注目スベキハ此 ノ

時期 二前後 シテ再ビ滲出性病攣 ノ出現 テ認 ムル

貼 ナリ.コ レグ叢現 ハ檜殖セル結核菌工依 ル艦

内性再感染 ト同…機轄 二依ルモノト解 セラルル

モノナリ｡(前 編参照)結核菌 ノ清長ハ之等組織

墨的慶化 ト密接 ナル關係ヲ有 シ再感染1週 間後

攣性崩壌 二依 リテ著 シキ減少テ示セ ドモ2週 間

後著 シク檜加 シ、乾酪慶性 ノ程度 ト併行的關係

テ有 久ルモノナリ｡

以上 ノ如 ク余等實験 二見 ラレタル結核再感染像

ハ初期二滲出性炎、後期二檜殖性炎症 テ主艦 ト

スル貼二於 イテ諸先人 ノ研究業績 トー致 スルモ

最 モ菩明ナル差異ハ余等 ノ例ハ乾酪攣性 ノ著明

ニ シテ且室洞形成 テ認 メタル黙 ナリ｡コ レガ原

因ハ全 ク使用セル結核菌量二依ルモノト思惟セ

ラル｡余 等 ノ實験 ヨリ明 ラカナルカ如ク再注入

セラレタル結核菌ノ・初期 ノ抗元一抗禮反慮二依
き

リテ大部 分 ハ攣牲 崩壌清失 シ、後 期 ノ檜殖性病

攣 及 ビ之 レニ俘 フ諸攣化 ノ・残存 セル結核菌 ニ ヨ

リテ惹起 セラルルモ ノナ リ.サ レバ結核 再感染

二於 テ結核菌 ノ少量 ナ ル程 又ハ個禮 ノ獲得 セル

免疫 力 ノ大 ナ ル程 早期滲 出性病攣 二於 イテ結核

菌 ノ崩壌 ハ著 明 ニ シテ後綾 スル増殖性 炎症 ハ軽

度現 ハ レ、 時 ニハ 滲 出性質 ノ ミニ テ 終焔 スル

(Baldwinu.Gardner)等 ノ事實 ノ・容 易二了解

シ得 ルモノナ リ｡更 ← 菌 量ノ、増 加 スルモ個艦 ノ

獲得 セル免疫 テ超 ヱザル程度 二於 テハー般 諸先

人 ノナ セル實験 ノ如 ク後期 二檜 殖性 炎症 ハ出現

スル モ乾酪 化及 ビ空洞形成 テ俘 フコ トナク治癒

スルニ至 ル｡然 シ菌量 ガ飼膿 ノ有 スル免疫程 度

テ遍 カニ凌駕 スル時 ハ初期 ノ滲 出性炎 ノ経過 中

菌 ノー部 ノ・滑 失ス ルモ残絵 君 珪抗強 キ菌 ノ・急劇

二檜加 シ重篤 ナル病壁 ヲ惹起 スルモ ノ ト思惟 セ

ラル｡余 等 ノ實験 ハ全 ク後者 ニー致 スルモ ノナ

リ.更 二余等 ハ個 々 ノ病攣 二就 イテ観察 テ試 ミ

ントスルモ ルナ リ
0

1・多核白血球 結核初感染二際 シテ 多核白

血球ハ早期反慮 トシテ多量浸潤 シ束ルコトハ何
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人 モ認 ムル所 ナルモ、之 レカ嚢現 ノ意義二關 シ

テノ・之 レテ重要覗 スル モ ノ'5(Kostenitsch,

Wolkow,Lewis,Sanderson,Volwald,竹 内)

ト然 ラザル モ ノアリ(Mallory,Engelhardt,

Herxheimer,T6PPisch,Krause)(第 一一編 参照)

余 等ハ多核 白血球 ハ結核菌 ヲ包園 シ周園組織 ヘ

ノ籏散 ラ阻止 シ多少 ナ リトモ喰菌作 用 ノ認 メ得

ラルル黙 ヨリ、 モ トヨリ類 上皮細胞 ノ如 ク特異

的意義 ヲ有 セザルモ防禦作 用二關與 スルモ ノナ

リト述 ベ タリ｡サ テ再感染 二於 ケル多核 白血球

ノ・初感染 二比 シテ量的 二i遙カニ多量禺現 シー部

ハ限 局性膿様状 ヲナセルモ、大部分 ハ肺胞 内滲

出液 テ混 ジテ禰蔓性 二浸潤 ス｡更 二初感染 トノ

差異ハLewandowsky氏 等 ノ所見 ニ ー一致 シテ

速 カニ攣性崩壌 シ之 レト同時 二結核 菌 モ亦種 々

ノ退行攣性像 テ示 ス｡コ レガ原因 ハ多核 白血球

ル直接作用 ナ リヤ否二於 テ異論多 ク竹 内教授 ハ

多核 白血球 ノ崩壌 ニ依 ツテ生 ぜル特殊 的物質 二

聾 セルモ、Lewert,Caussimonハ 試 験管中 二

於 イテ結核感 作動物 ノ白血球 ト結核菌 トノ關係

テ検 セルニ結核菌 ノ凝 固溶 解ハ非感作動物 二比

シテ著 シク促進 セ ラルルモ、 コノ時白血球 ハ既

二攣 性崩壌 シ其 ノ喰菌作用ニハ影響 ナキカ如 ク

菌 ノ崩壌 ノ〉ム シロ同時 ニ加 ヘタル免疫血清 二依

ル毛ノ トナ シKiralyモ 亦 組織 培養 二依 リテ同

様 ナル成績 テ得 タリ ト嚢表 セ リ.何 レニセヨ早

期反磨 トシテ浸潤 シ束 レル多核 白血球 ハ速 カニ

慶性崩壌 ニ ョリテ清失 シ、以降殆 ン ド謹 明 シ得

ザルモノナルモ長期樫過 中滲出姓炎 ノ再燃 二依

リテ再 ビ嚢現 シ、叉一方結核病 竈殊 二乾酪竈 二

於 ケル結核菌 ノ著 明ナル層殖 ト共 二多核 白血 球

ノ膿瘍浸潤 ヲ認 メ(二 次 的反 慮)、 づレガ結核 竈

ノ軟化溶 解及 ビ室洞形成 二重要 ナル意味 テ有 ス

ルモ ノ ト思惟 セ ラル｡

2.肺 胞 内軍核大細 胞(大 滲 出細胞)該 細胞

ハ経氣道的初感染二於 テモ多核 白血球 ニ引 キ績

イテ出現 シ、貧喰作用 ヲ嚢揮 ス(Alveolarpha-

gozyten)其 ノ由來二關 シテ へ肺胞上皮読、「メ

ゼ ンヒー ム」設(血 液細胞、局所組織球、血管 内

被 細胞)ノ 存 スル コ トハ周知 ノ事實 ナ リ｡余 等 ハ

生禮 染色 銀反鳳 喰菌作用 ノ検索 ヨリ主 トシ

テMesenchymaleZellen二 由 來 シ、其 ノ中一一

少部分 ノ・所謂 肺胞 上皮 ヨ リ來 レルモ ノアル コ ト

ラ指摘 シ、 コ レガ理 由ハ所謂肺胞上皮 ハ絶 エズ

直接 外氣二接 燭 スルタメ自衛上 アル程度 ノ防禦

作用 ヲ有ル スタ メナ ラント推論 セ リ.サ テ再感

染 と於 テハ該 細胞 ハ極 メテ多量嚢 現 シ結核 菌二

封 ル ス貧喰作用 モ著 シク充進 シ肺胞 内滲 出液 中

二遊 出 セルモ ノハ定型的大 滲出細胞 ニー致 セル

形態 ヲ示 シ比較的速 カニ脂肪攣 性 テ示 シ壌 死

二陥 ルモ ノナ リ｡然 レドモ肺胞 内 滲 出液 ノ少

ナキ時ル、之等 ノ、互 二融合 シテ肺 胞 膣 テ充 タ シ

所謂肺胞 内結核結節 ト類似 ノ所 見 ヲ示 呈 ス｡

Schwartzモ 同檬 ナル筋 見 ヲ確 メ該細胞 ノ・脂肪

攣 性 ニ ヨリ早期 二崩壌 スル づ トナ ク7週 間 ノ長

キニ亙 リ永緬 シ後始 メテ溶解清失 スルモ ノナ リ

ト云 フ｡弦 二興味 アルノ、斯 ク ノ如 キ輩核細胞 ノ

出現 ヲ滲 出 ト解 スベ キが曾殖 ト看 倣 スペ キヤ ノ

問題 ナ リ｡葉 氏 ハ之 レヲ肺胞 内結核結節 トシテ

櫓殖性病攣 二屡 セ シムルカ如 ク解 セ ラル ・モ、

竹 内教授 ハBielschowsky氏 法 ニ依 リ格子状繊

維 テ魂朋 シ得 ザ ルモ ノハ之 ヲ滲 出性 ト看 倣 シ、

嗜銀性繊維 ノ新生 テ俘 フ類上皮細胞 ヨ リナ レル

モ ノヨリ明 ラカニ1轟別 シベ キモ ノナ リ トシ、結

核病攣 二於 ケル滲出及 ビ増 殖 ノ雨型 ノ最良辮別

法 トシテ鍍銀法 ヲ推奨 セ リ｡結 核結節 ノ主要細

胞 タル類上皮細胞 ノ緻維形成能 力 テ有 スル ト云

フ考 ヘノ・廣 ク認容 セ ラルル所 ニ シテ、Asehoff,

Huebschmann,Wallgren,Kaufmann.Ranke,

Pagel,緒 方 氏等皆之 レテ 支持 セル所 ナ リ｡然

ラバ肺胞腔 ヲ充 タセル大滲 出細胞 モ亦斯 カル能

力 ヲ有 スル モ ノナ リヤ、本細胞 ノ本態 二關 シテ

ハ多 ク ノ意見 ノ封立 ヲ卑 ルハ既述 セル所 ナリ｡

若 シ之 レラ肺胞 上皮 二屡 スルモ ノトス レバ コ レ

ヨリ眞 ノ繊維 ノ形 成 セ ラルル事ハ考 へ難 キ所 ナ

リ｡次 ニ本細胞ハ「メゼ ンヒー ム」性 ノモ ノトセ

バ織維形成 ノ・モ トヨリ可能 ナ リ｡現 在 ノ見解 二

從 ヘバ滲 出細胞 ノ・類 上皮細胞 ト同様何 レモ組織
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球性網状織系統二騰 スルト思惟 セラレ、從 ジテ

灘 形成能力 琳 スル)レ 席 然豫想セラルル

所 日｡之 二就 イテ緒方氏ハ滲呂性憂化二於テ

出現 スル細胞ハ檜殖姓炎二兇プル ・類上皮細胞

ト同様 ナルモコノ場合ニハ緻維形成能力ハ全然

失 ・・レ漿液中二遊走 シ貧喰作用 テ蕨揮スルモノ

ナリト逃ベタリ.堀 地ハ結核竈 ノ大滲出細胞 ト

類上皮細胞 トハ等 シク「メゼンヒーム」組織 二由

束 シ菌 ノ毒作用強キトキハ繊維形成能カ ヲ獲揮

シ得 ザル幼若 ナル大滲出細胞 トシテ出現 シ、弱

キ時ハ繊維形成能力ヲ螢揮 シ類上皮細胞 トナリ

得 ルモノナリト種 セリ｡

余等 ノ實験成績 ヨリ見ルニ滲出性病愛 ノ中心層

二於 イテハ大滲出細胞ハ肺胞内滲出液中二混 ジ

テ嗜銀性繊維ヲ讃明 シ難 久 病攣 ノ周邊部二於

テ・肺 胞内滲出液ノ・減少 シ滲出細胞 ハ密二集合

シ所謂肺胞内結節豫 ヲ呈 シ、之 レヲ格子歌繊維

染色法ニテ検スルニ大輩核細胞 ノ肺胞壁二密著

セル部位工微細 ナル嗜銀性繊維 テ讃明 シ時間ノ

経過 ト=共二漸次中心部二侵入スル所見ヲ確 メ得

ルモノナリ.大 滲出細胞 ガ肺胞内漿液性物質中

二俘遊 セル トヤノ・速 カニ攣性壊死二陥ルニモ拘

ラズ、滲出液乏シク互二密接 シテ生 ズルトキハ

其 ノ間一繊維 囎 生 ヲ起 シ脹 期間イ繭 難シ得ル

場 合ハ之 レテ輩 ナル細胞 ノ集 合 ト看 倣 シ難 グ ー

定 ノ有機 的關係 三存 スルモ ノ ト思 考 セラル、換

言 スレバ壇殖性 ナ リ ト看倣 シ得 ルモ ノナ リ.同

一細胞 ニ シテ斯 ク ノ如 キニ様 ノ反癒 ヲ示 スノ・刺

戟 作 用 ノ張弱 轟依 ルモ ノ ト解 セ ラレ、即 チ作用

ノ高 度ナル トキハ肺胞 内滲出液 中二遊離 シ速 カ

ニ憂性崩解 シ.弱 キ刺戟 ノ持績的作 用ハ肺胞壁

ヨ リ漸次 内腔 エ向 ツテ増殖 ヲ促 スモ ノト思惟 セ

ラルルモ ノナ リ｡

3｡類 上皮細胞 本細胞 ハ 結核菌轟 封 スル特

殊的防禦細胞 ト看 倣サ レ古東之 二關 スル研究 業

績 ・極 メテ多数 ナ リ｡近 年結核菌艦 ヲ諸種 ノ化

學的成分 二分解 シ鷺レ ト類 上皮 細胞 乃至亘態 細

胞 トノ關係 テ論 ズ ルモ ノ多 ク、Sabin氏 一派 ハ

Phthioicacidノ 作 用 ナ リ5ナ シ、 竹 内教授 ハ

菌膿二含マルル類脂肪龍二飾 セルハ既轟第一編

二記述 セル所 ナリ｡叉 教室 ノ高後 ハ騰汁酸加培

養基二数代累代培養シテ得 タル弱毒攣型菌ノ・初

感染二於テモ該細胞 ノ形成ハ著 シク促進 セブル

ルづド ・立綴 セリ.サ レバ再感染二於 テ類上皮
の

細胞 ハ早期 二面 モ大量形成 セラル ・ハ感作 二依

ル組織細 胞 ノ機能憂調 ノ ミナ ラズAllergie性

反 鷹 二於 イテ抗 元 タル結核 菌 ガ崩壌 シテSabin

及 ビ竹 内氏 ノ云 ヘルガ如 キ類上皮糸III胞形 成物質 一

ノ多量遊離 セ ラレ又ハ高後氏 ノ意味 ニ於 ケルガ

如 キ弱 毒攣型 菌 ノ形 成 セ ラレ速 二死滅 スル事 ニ

原 因 スル づト等 モ考 慮 セ ラルル所 ナリ｡

4.乾 酪 攣性及 ビ空洞 形成 ハ 結核 柄竈 二於

イテ認 メ得 ラルル特 異的病攣 ニ シテ、其 ノ組藏

學的特 長ハ 第 編 二 於 イテ 既述 セル所 ニ シテ

Weigert氏 ハ 之 レヲ凝固壌死 トシ、Giビrke}及

ビHerxheimerハ 三 種 ノ類壊死 ト看激 スガ安

當 ナ リ ト云 ヘ リ｡然 レドモ之 レガ爽生機韓 二關

シテハ異論 多ク、從來之 レニ關 スル見解,ヲ通賢

スルニ結核菌 及 ビ之 レヨリ生 ゼル毒素 ノ直接的

作用 二依 リテ論 明 セン トシ又 ノ・血行牲障碍 ニヨ

リテ組織細胞 ノ生活條件 ガ攣調 ヲ來 タスタメナ .

リ トシ或 ノ、結核病 竈 二浸潤 セル多核 白血球 ガ重

要 ナル役 割 デ演 ズ ル タメナ リ ト主張 スル等種 々

ナ リ,現 今 二於 テハ コレカ登生 機轄 テAIIergie

-:・p依リテ解 明 セ ントスル者漸次 多 キ;YhTSヘ タ

リ・即 チHenke・Page1・Ranke氏 等 ハ結核過鯨

期 二於 テ乾酪化 ノ鍍現 スル黙 ヲ強調 シ、Pagel

ノ・乾酪化 ノ本態 ハ輩純 ナル組織 婁死乃至脂肪沈

著 ニモ非 ラズ、本質的 要素 トシテ緻維 素 ノ析出

及 ビ類澱粉質 轟近 キ硝子様物質 ノ沈著 ヲ塞 ゲ、

Schleussingモ 亦 乾酪 性物質 中二Fibrinoid・ 物

質 ノ沈著 、膠 様繊 維及 ビ血 管壁 ノFibrinoid一 攣

性 ヲ指摘 シコ レハRδssle,Gerla♀h,Klinge氏

等 二依 リテ提 唱 セ ラルル所謂Hyperergie乃 至

Allergie性 炎症 ノ基 本 手ナ スFibrinQid一 獲 性

ニー致 スルモ ノ トナ シ、乾酪 化 モ亦結核菌 ヲ抗
轡

元 トセ ルAllergie姓 反 慮 ニ ヨ リ テ 惹 起 セ ラ レ

殊 二Allergie性 壌 死 ト=看倣 ス ベ キ モ ノ ナ リ ト
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云 フ｡Loeschkeハ 生 禮 内a於 ケル硝子檬乃至

類澱粉 質二類 似 セル物質 ノ沈著 ハ破壌 セル自己

ノ組織 ヨリ生 ぜル蛋 白禮 力抗元 トシテ作 用 シ、

抗 元抗膿反癒 トシテ現 ハ レシ沈降現 象 ノ結果 ナ

リ トシ氏 ハ更 ユ之 レヨ リ結核症 ノ乾酪竈二見 ラ

ルルFibrinod様 物 質 モ同様 ナル成立機韓 二依

リテ読明 スベキモ ノナ リ トセ リ｡斯 ク ノ如 ク結

核 竈 ノ 乾酪化 ハAllergie性 反 鷹 ナ リトスルレ組

織 學的根嫁 ノ・全 クFibrinoideMasseノ 沈 著 二

在 ルモ ノニ シテ コレガ本態 ノ究 明ハ乾酪化 ノ成

立機韓 ノ解 明上重要 ナルモ ノナ リ｡文 献 ヲ閲 ス

ルニNeumannハ 漿 液膜系統 ノ炎症 二於 テ在

來 ノ膠 様繊維 力攣化 シテ均等性物質 トナ リ繊維

素様反鷹 テ 呈 スルモ ノテFibrinoid一 墜 ・1豊ト

稽 セ リ｡Marchandノ ・傳染性疾患 二於 イテ死 二

陥 ラン トスル組織繊維 二凝固性 テ有 スル蛋 白質

ノ浸潤 ニヨ リテ惹起 セ ラレ、殊 二結核 症 ノ乾諮

化 ・r來ルモ ノナ リ ト云 フ｡近 時R6ssle,Gerl-

ach,Kinge氏 等 ノ研究 二依 レバFibrinoid…

攣 性ハAllergie牲 攣 化 ノ基本的攣化 ニ シテ氏

等 ノ見解 二依 レバ血管 ノ透過性 ノ増強 二依 リ組

織 内二滲 出液 ノ檜加 ヲキ タシ、一方結締織繊維

自身 ノ性歌攣化 二依 リ主動的二滲 出液 ヲ吸牧 シ

正常時 ノ数倍 二膨化 シ互 二境界 ヲ失 フ、 コ レチ

組織學的 二検 スルニ普通染色二於 テハ特異牲 テ

示 サザルモvanGieson氏 染 色二依 リテハ黄赤

乃至赤褐色 ヲ呈 シ正常結締織繊維 ノ赤染 スルモ

ノト梢 ミ其 ノ色調 テ異 ニ シWeigert/Fibrin

染 色 二於 テハ明 ラカニFibrinノ 存 在 ヲ讃 明 シ

得、叉Tibor-papノ 鍍 銀法 二 依 リテ織維 ヲ・識

別 シ得 ルモ ノナ リ ト云 フ｡更 二炎症高度 ナル時

ハ 壊死 二陥 ル(FibrinodeNekrose)
、 一一ptノ

凝 固性壌死 二屡 シ均等牲無構造物質 ヨリナル ト

云 ヘ リ.

サ テ斯 ク ノ如 キAllergie梶 炎症 二特異的Fib-

rinoid攣 性 乃至Fibrinoid壊 死 ハ 結核 再 感染

二於 イテ謹明 シ得 ルモ ノナ リヤ、乾酪性慶化 ヲ

カカル見地 ヨリ實繊 的二比較研究 セル報告ノ、殆

ンド褒 見 シ得 ザルモ ノナ リ.氣 道 内再感 染二於

イテ最 モ初期 二見 ラルル壌死ノ・結核 菌 ヲ園 ミ氣

管枝及 ビ肺胞 内二滲 出 セル多核 白血球 ヲ主龍 ト

セル滲 出細群 二限 ラレ周園 ノ肺胞壁結締織 二見

ラレザルモ ノナ リ｡鏡 検的 ニー般的 炎症 二見 ラ

ルル所見 ト大 差 ナ久 個 々 ノ細胞 ハ原形 ヲ止 メ

ザ ル迄 崩壌 シ細胞核 ノ・微細頼粒 二破辞 シFibri-

nφdeMasseノ 沈 著 ヲ鋏 キ 所謂Fibrinoid壊

死 トハ著 シク趣 ヲ異 ニス ルモ ノナ リ｡眞 ノ乾酪

憂性 ト看 倣 スペ キ組織壌死 ハ再感染約2週 間結

核病竈 ノ中心部 二現 ハ レ時 々ノ糸弱墨 ト共 二漸次

振大 セラルルモ ノナ リゥ之 レテ組織 學的 二検 ス

ル手初期 二於 イテ ハ「エ オジ ン」二淡 赤染 セル無

構造物 質 ヨサナ リ脂 肪沈著 テ認 ムルモFibrin

テ殆 ンド認 メ難 クvanGies◎n氏 染色 テ依 リテ

ノ、黄染 セ ラル｡然 ルニ 陳薩 ナル モ ノニ 於 テノ、

(2ケ 月後〉乾酪竈 バー般 二轍蜜 トナ リ病竈 全艦

力均等性硝子様物 質 ノ如 キ所 見 テ呈 スルモ ノ、

又 ハ梁舞犬乃至團塊状 ノ硝子様物 質 ガ乾酪竈 中二

散存 セ ラルルヲ見 ル.之 レ子vanGies0n氏 染

色法 ヲ施 セル該物 質ハ淡黄赤 色 乃至黄褐色 ヲ呈
ダ

シFibrinoideMasse二 酷 似 スルモ ノナ リe斯

クノ如 クSchleussing,Loeschke其 ノ 他 ノ諸

先人 二依 リAllergie性 反 晦 ノ 餅 票ト看1故 サル

ル結核竈 ノFibrinoid 、一 物質 ・・余 等 ノ實験 ヨ

リ見 ル トキハ長時 日テ経 テ徐 々二形 成 セラ レ、

一般Allergie性 反 磨i二見 ラルル再庭 置後急劇

二惹起 セ ラルルモ ノトノ、著 シク趣 テ異 ニ スル モ

ノナ リ｡結 核 再感染二於 イテ組織壌 死 ノ見 ラル

ルハ齪 二Koeh氏 基礎 的動物 實験 及 ビPirquet

氏皮1蕎反慮 二於 テ読 明 セラ レ、該壌死 ハ再感染

後2～3後 急劇 二幾生 スル モ ノ+リ 、,Schwar⑫

ハ 氣 道内結核再感 二 依 リテ 著明 チ ル壊死 ヲ認

メ、之 レヲ結核組織Aller9{eノ 特 長 ト看 傲 ス

ベ キナ リト主張 セリ、 該壊死 ハ 再感染後24時

間 ニ シテ既 二護現 シ主 トシテ肺胞 内滲 出細胞 二

限 ラ レ、以降籏大 テ示 スづ トナ ク周園組織 二封

スル境界 ハ明瞭 ニ シテ癩痕 テ残 スコ トナ ク吸牧

セラル｡此 レハ免疫 セ ラ レタル生罷iハ 自己 ノ組

織 ヲ犠牲 トシテ侵 入 セル結核菌 子健康組織 ヨリ
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隔離双 へ除去 セ ス トスル反癒 ト解 セ リ｡余 等 ノ

再感染後早 期 二認 メ シ肺胞 内滲 出細 胞 ノ崩壌 ノ・

全 クSehwartz・ 認 メ シ壊死 ト同意義 二解 ス

ペキモ ノナ リ ト信 ゼ ラレ、Page1ハ 斯 クノ如 キ

壌 死 ハ眞 ノ乾酪化 ト隔別 シ得 ・ぐキモ ノナ リ ト云

ヒ,余 等 モ亦之 レニ讃 同セ ントヘルモ ノナ リ｡

然 ラバ如何 ナル理由 二依 り余等 ノ大量菌 ノ氣道

内再感染 二於 テ乾酪攣 性 ハ初感染例 二比 シテ高

度 二惹起 セ ラル ・しヤ チ考 フルニ、再感染 二於 テ

ハ滲 出牲病攣 ハ著明 二現 ハ レ且滲出細胞 ノ壌死

二陥 ル ト同時二結核蘭 ハA11αgie性 反 癒二依

リテー部 泊失 ス｡然 レドモ生存 セル結 核 菌 ハ壊

死性物質 テ培 養基 トシ、且局所 ノ抗 龍性物 質 ノ

減 少 二乗 ジテ飛躍的櫓 殖 チ螢 ミ、其 ノ毒作 用 二

依 リ防禦細炮 ヲ速 カニ攣姓崩解 セ シムルレモ ノ ト

思惟 セ ラル.カ クテ崩壌 セル細胞蛋 白艦 ハ無構

造物 質 トナ リ、時間 ノ経過 ト共 二濃縮凝 固 シテ

所謂Fibrinoid物 質 二類似 セル 形態 ヲ トル モ

ノ ト思惟 セ ラル.サ レバ乾酪化 ノ登生 ハ コノ際

ニノ・AIIergieヨ リム シロ之 二後績 スルAner・

gie二 主 ナル原因 チ求 ムペキガ妥當 ナ リト思 惟

セ ラル.少 量再塵 置例 二乾酪攣 性 ハ弱 ク、大 量

例 二多キ意味ハ此庭 二求 メラルルガ如 シ｡

5.室5同 形成 ハ乾酪竈 ガ 軟化溶解 シ此 ノ内

容 ガ氣道 ヲ通 ジテ外部 二喀出 セ ラレテ惹起 セラ

ル ルコ トハ周知 ノ事 實 ナ リ｡古 クVirchowハ

此 レガ原因 ハ化學物質 ノ作 用二依 ルモ ノナ リ ト

主張 シ、Laennec,Rok{tansky,Friedreich,

Orth,MU}ler,Huebschmann氏 等 ハ結核菌 ノ

刺戟 ユ依 リテ遊走 シ來 レル白血球 ノ崩解 ニ ヨリ

テ遊 離 セル蛋 白質容解酵素作用 二依 ルモ ノナ リ

トセ リ.サ レ ド近 時免疫學 ノ毅達 二件 ヒテ之 レ

ヲ・Allergie性 反慮 二依 リテ 新 ナル解明 ヲ試 ミ

ル者 輩出 シ斯界 ノ注 目ヲ 喚起 シ ツ ヅ ア ル 所

ナ リ.室 洞形成 ヲ 免疫 學的見地 ヨリ論 ゼルハ

Diehl,Ranke,Pagel,Huebschmann,Schifr.

mann,Schmicke等 ナ リ.殊 二Schifrmannノ ・

1000例 ノ豊富 ナル 人罷 材料 二 就 キテ 観察 シ各

種 ノ軟化竈 二就 キテ精細 ナル観察 ヲ行 ヒコ レニ

一・定 ノ発疫 學的意義 サ附 ヒリ
｡叉Schn3ieke・1

組 織學 的見地sリRankeノ 分 類 二依 ル各期 二

相 當 セル察洞 ノ組織學 的特 長 ヲ記述 セ リ轟邸 チ

Prim5reKavemeハRankeノ 初 感染竈i二登

現 スルモ ノニ シテ、更 二之 レヲ三者 二匿別 ス.

laKaverne:境 界 明瞭、空洞 壁ハ平滑 ニ シテ之

レニ接 シテ類 上皮細胞 及 ビ園形細胞 ノ浸潤 テ認

メ、1bKaverne:室 洞 壁ハ厚 キ乾酪 性壊死性物

質 ヨ リナ リ周園 ル肺組織 二高度 ノ炎症姓水腫 ヲ

認 ム｡lcKaverne廣 範 園 二亙 ル 肺炎竈 二於 テ

Sequestrationニ ヨ リテ生 ズ ルモ ノナ リ昏Sek-

und翫eKaverneノ ペRankeノ 所 謂第 巫期(過

敏症期)二 見 ラル ルモ ノニ シテζ レヲ雨者 二分

テ リ｡IlaKaverneハRankeノ 所 謂ll期 ノ早

期 二見 ラルル大 葉性肺炎 二毅現 シー部 ハSeq-

uestration二 依 リ、 一・一一一部 ハ 化膿 性軟化溶 解二

依 リ大 小種 々 ノ室洞 ヲ形 成 シ之等 ハ互 二融 合 シ

テ大 トナル｡室 洞 壁 ハ大 ナル乾酪性壌死 テ示 シ

周園 ノ肺 炎竈 二連緬トス.コ レガ螢生 ハ組織 ノ過

敗症殊 二抵抗減弱 ニ ヨリ乾酪竈 ノ軟化溶 解現象

ハ極 メテ急 劇二 進 行 スルモ ノナ リ ト云 フeIIb

Kavernef・ll期 ノ後期 即 チ 過敏期 ヨリ比較的

免疫 ノ奨現 時期 二見 ラル ルモノニ シテ膿瘍型 ニ

シテ且急激 二駿現 シ所謂圓形空洞 〈Rundkaver・

ne)ラ 形 成 シ、 壁ハ平滑 ナ リ｡Terti乞reKave-

rneハ 皿期、EPチ 免疫 期 二相 常 シ結締織化 ノ傾

向極 メテ著 明 ナル貼 ラ特 異 墾シ、最 内層 ハ乾酪

性壌 死物 質 ヨ リナ.リ周園 ハ結核 性 内芽組織 ニ ヨ

リテ包園 セ ラレ漸次 結締織 囑 二移行 スルモ ノニ

シテ明 ラカ ニ3層 ラ偏別 シ得 ルモ ノ ナ リト云

フ｡ゴ ノSchmickeル 分 類 ラ評 シテPagelハ

鹸 リニ理論 的 ニ シテ實際 向り慮 用慣値 ハ少 ナ シト

論 ゼルモ、室洞畿生 二就 イテ多 クノ示唆 ヲ與 プ

ルモ ノナ リ.

一方 實験的二室洞形成 ハ結核過敏症状態 二於"

ル特 異的反磨 ナ リトセルハR6mer二 端 緒 テ畿

スル モ ノナ リ｡氏 二依 レバ結核感作海猿 ハ少量

結核 菌 ノ再感染二封 シテハ舞1制(免 疫〉的 轟反慮

シ大量菌 二封 シテハ却 ツテ悪化 シ室洞形成 ヲ惹
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起 スルモ ノナ リト云 フ｡帥 チ非感作健康海猿 二

於 テハ結核 初感 染8週 間後肺臓二粟粒 結節 ラ生

ズルニ モ拘 ラズ、結核感作消猿 ハ100日 前 後 二

肺臓二高慶 ノ乾酪墜性及 ビ室洞形成 テ認 メ得 タ

リト云 フ.サ レド其 ノ實験成績 ノ記載 ハ簡略 二

過 ギ組織學的所見 テ比較検討 シ得 ザルハ余等 ル

這憾 トスル所 ナ ザ｡本 實験 ハ空洞形成 ノ解明上

興味 アルモ ノニ シテ斯界 ノ注 目ヲ喚起 セルモ、

之 レニ贅同 セザルモ ノ多ク殊 二L6wensteinノ ・

R6merノ 認 メ シ空洞形 成ハAllergie性 反 慮

ノ結果 ナラ 牙初感染 ノタメ、二惹起 セラレタルモ

ノニ非 ラザルヤ ト反駁 セ リ｡次 二Pagelノ 、結

核 人屍 ノ乾酪性肺炎 ノ組織 片 テ健康 及 ビ結核 海

猿 ノ皮下二移植 シ、5～10日 間 二亙 リ組織片 ノ

運命 ヲ追求 シ雨者間二著 明 ナル差異 ラ認 メ、 之

レヨリ人艦 二於 ケル室洞形成 ノ獲生 機轄 テ推 論

セ リ｡即 チ健 康海瞑 二移植 セル組織片 へ 其 ノ

周園二 多核 白血球 ノ浸1濁 テ認 ムルモ内部 二侵 入
や

ミ

セズ、中心部 ハ著 明 ナル結核菌 ノナ曾殖 二依 リ軟

化溶解 セ リト云 フ｡然 ルニ結核動物 二於 ケルモ

ノハ組織片 ハ多核 白血球及 ビ軍核大細胞 ン禰蔓

性浸潤 テ蒙 リテ軟 化溶 解 シ殆 ン ド原形 ヲ止メ

ズ、且結核 菌ハ殆 ン ド詮明 シ得 ザ リシ ト｡氏 ノ・

本實験 二立脚 シ結核性軟化溶解 ニハ ニ種類存 ス

ル コトヲ強調 シ、其 ノーハー次 的感 染二見 ラル

ル限 局性室洞 ニ シテ、 づ レノ、結核 菌 ノ増殖 二依

リテ惹起 セラ レ、 其ニ ハ ニ次的感染 二 見 ラル

ルモ ノニ シテ、 多量 ノ白血球 ノ浸潤 二依 リテ惹

起 ゼラル ルモ ニ シ テ、 前者 子Aleuk0zyt5re

Erweichung後 者fLeukozyt翫eErweichung

筆稽 セ リ｡斯 ク ノ如 ク實験 的空洞形成、就中其

ノ瑳生機韓 身〒Allergie二 依 リテ 解明 セ ン トス

ル研究報 告ハ 比較的少 ナク、 且其 ノ實験 方法

二 於テモ 尚幾 多 ノ疑議 ノ存 スルニモ拘 ラズ
、

今 日Allergie読 ノ注 目セラルル所以 ハ、Koch

氏 現 象二見 ラルル結核 性病憂 ハ極 メテ急 割三誘

瑳 セ ラレ、其 ノ反慮 ノ結果壌死 二陥 レル組織 ハ

脱落 シテ潰瘍 テ形 成 スル事實 ヨリ、 コレ ト室洞

形 成 トノ間ニー聯 ノ類 似性 テ豫想 セル タメナ ラ

ぎ

ン ト,曽い唯セ ラルも

翻 ヅテ人腱 材料及 ビ動物實験 ヨ リ寮洞形成 ノ費

現過程 ヲ組織學的 二検討 スルニ、空洞 ハ結核病

竈 ノ乾酪攣性 ヲ先騙 トスル勲 二於 テ異論 ナ ク、

問題 ハ乾酪竈 ガ如何 ナル機轄 二依 リ軟化溶解 ス

ルヤヲ考究 セザルベ カラズ｡今 余等 ノ實験成績

ヨリ乾酪 竈 ノ運命 プ追求 スルニ、此 ノ中比較的

小 ナルモ ノニ於 イテノ・結核菌 ノ・死滅酒失 シ硝 子

様物 質二攣 ジ結締織 二依 リテ包園 セラレテ炎症 の

ハ終 憶 スルニ至ルモ ノナ リ｡然 ルニ大病 竈 二於

テハ結核 菌 ノ檜殖著明 ニ シテ、此 ノ部 分 ノ乾酪

性物質 ノ・軟化溶解 シ室洞形成 ノ初徴 ヲ肯定 セ シ

ムル モ、之 レノ ミニテノ・大 室洞 ノ形成 ヲ豫測 シ

難 キモ ノナ リ｡然 ルニ多核 白血球 ノ浸潤著 明ニ

シテ膿瘍歌 ヲ呈 セルモ ノニ於 テノ、、 乾酪性物質

ハ此 レガタメ軟化溶 解乃 至ハ大 小種 々 ノ小塊 二

崩壊 セラレ且其 ノ 中心部 ハ吸牧 セラ レテSch-

mickeノ 所 謂 圓形室洞 ニ ー致 ズル 所 見 ヲ呈 セ

リ｡叉 之 レデPage1ノ 分 類 二 比較 スルニ前者

ノ・1型 空洞Aleukozyt乞reKaverne二 、 後者

ノ・ll型空洞(LeukozytdreKaverne)二 相 當 ス

ルモ ノト看倣 シ得 ベ キモ ノナ リ｡該 室洞 ノ組 織

學的所見 ハ結核 再感 染動物 二特異的 ナルモ ノナ

リヤ否 テ確 メ ントシテ、之 レヲ結核初感染 二依

リテ惹起 セラ レタル室洞 ト比較検討 スルニ(第

…編 勢照〉
、其 ノ組織學的構造 ハ雨者今 クー致 シ

唯程度的差異 テ認 ムルニ過 ギザルモ ノナ リ｡`サ

レバ結核初感 染及 ビ再感染 二見 ラルル空洞形成

～、共通 的畿生機轄 ニ依 リテ惹起 セ ラルルモ ノ ト

信 ビ ラル｡其 ノ共通的組織學的特長ノ・室洞形 成

ノ見 ラル ル乾酪病竈 ニ於 テハ結核苗及 ビ多核 白

血球 ノ極 メテ多量 ナル黙 ナ リ｡

Pagelノ ・多核 白血球 ノ消化作用 ノ・乾酪化物 質 ノ

軟化溶解 二重要 ナル役割 テ演 ズルモ必須鋏 クベ

カラザルモ ノニ非 ラズ、小室洞 二於 テノ・多核 白

血球 テ鋏如 シ、結核菌 ノ増 殖 ノミニ ヨリテ軟 化

溶解 ハ惹起 セ ラル ルモ、 多核 白血球 ノ参加 二依

リテ空洞 ハ盆 支大 トナルモ ノナ リ ト主張 セ リ.

結 核 薗 ト察洞形成 トノ關係 二就 キHuebschm一
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annハ 軟 化溶 解 ノ存 スル所必 ズ 結核 菌 ヲ讃明

シ、初期 ニモ晩期 ユモ未 ダ曾 ツテ結核菌 ナキ軟

化溶 解竈 ヲ認 メズ ト云 ヘ リ｡叉 室洞形成 ト多核

白凱球 トハ密接 ナル關係 ヲ有 スル コ トノ、…般 ノ

認 ムル所 轟 シテ今更例 詮 ノ必要 ナキ程 ナルモ、

問題 ハ該 多核 白蚕n球 ノ出現機轄 二存 スルモ ノナ

リ.即 チ化膿菌 二依 ルニ次 的混合感 染 ナ リヤ、

叉ハ結核菌乃至 ハ之 二依 ル組織 ノ崩壊物 質 ノ刺

戟 作用 二依 リテ浸 潤 シ東 レルヤ ノ黙 ナ リ.今 余

等 ノ實験 成績 テ基礎 トシテ室洞 形成 ノ登 生機轄

ヲ考 察 スルニ、先 ヅ氣道 内再感染 二於 イテハ初

期 二多核 白雌 求ハ膿瘍 歌 ヲナ シテ出現 シ結核 菌

ヲ包園 スルモ短時 日後急速 二攣 性崩解 礼 之 レ

ニ俘 ツ テ結核 菌 ノ大部分 ハ清失 スルモ、生宥 セ

ル爾絵 ノ結核 菌ハ抗元抗艦反癒 ニ ヨリテ招來 セ

ラ レタル局所組織 ノ破壌 及 ビ抵抗減弱 二乗 ジテ

(Anergie)急 速 二増 殖 シ、其 ノ毒作用 二依 ツテ

高度 ノ乾酪牲壌死 ヲ惹起 セシ人 糸吉核菌 ノ檜殖

著明 ナル時ハ壊死細胞 ノ凝 固ハ阻 止セラ レ軟化

崩壊 シテ 些洞 形成 二 移行 スル モノ ト思惟 セラ｡

ル.然 シ斯 クノ如 キ大量結核菌 ノ増殖 ハ長期間

後再 ビAllergie状 態 二 復飾 セル生騰 ヲ刺戟 シ

テ 再感 染初期 二於 ケル ト同様 ナ機轄 二依 リ多核

白血球 ハ再 ビ浸潤 シ東 リ、其 ノ蛋 白融 解酵素作

用 二依 リテ乾酪竈 ノ軟 化溶解 ハ益 」曾張 セラ レ

大 ナル室洞形成 ノ惹起 セラルルモ ノナ リト思惟

、セ鋤ラルゥ サ レバ健康動物 ノ結拳亥初感染二於 テモ

長期 間後生膿 ノ・Allergie肱 態 トナ ・月、 此 ノ時

増 殖 セル多量 ノ結核 菌 二∫苅諮ふ テ名核白血球 ノ

患現 スルハ容 易訟豫想 シ得 ペ キモ ・∴ シテ、事

實 結核初感染蚊 ビニ再感終 土ド祭シテ見 ラル期 ミ

洞 ハ其 ノ組織學的所見 二於 テ質的 ニハ殆 ン ド同

一 轟 シテ唯提度的差異 ヲ認 ムルニ過 ギザルへ

爾者 ノ嚢生機序 ハ軌 テ… 轟セル タメナ ラント思

考 セラル.サ レ ドモ多核 白血球 ノ出現 二京元イテ

ハ混合感染 モ亦常然考慮 セザ ルベ カラザルモ ノ

ナ リ.室 洞形成ハ乾酪竈 ノ軟化溶解 シテ、其 ノ

艇頽物質ハ綻氣道的 轟外部 二喀出 セラ レテ生ズ

ルモ ノニ シテ外界 トノ交通 ハ當然他 ノ化膿蘭 ノ

侵 入ヲ豫想 シ得 ル所 ナ リ｡

外 界 ト交通以前 ノ初 期軟化竈 ユハ結核 菌以外 ノ

細菌 ハ如何 ナル劉合 二讃明 シ得 ルル ヤニ就 イテ

ハ詳細 ナル報告 ヲ見 ザル モ ノナ リ｡

余 等 ハ混合感染譲 テ否定 シ得 ベ キ確 固 タルレ實験

的根稼 ヲ有 セザルモ、多核 白血球 ノ出現 ハ1昆合

感染以外 二爾結核 菌乃至毒素 ノ頁接的作 用乃至

A11ergie性 反 癒 二 依 リデ惹 起 セ ラルル 可能性

ノ存在 ヲ信 ズルモ ノナ リ.余 等 ノ見解 二依 レバ

室洞形成 △結核薗量 二依 リテ左右 セラ レ・加之

生艦 ノAllergie,bzw｡lmmunith'tモ 亦 間接

乃至貢接的 二影響 ヲ及 ボ シ複雑 ナル要約 ノ下二

爽生 スルモ ノ ト思惟 セラル｡

6,血 清Allergie性 攣 化 トノ比較

以上 ヲ以 テ氣 道 内結核再感染 二於 イテ見 ラルル

肝臓病攣 ノ個 々二就 イテ縷述 セル モ、次 二之等

諸漿 化 ヲ血清 二 依 ルAllergie性 攣 化 ト比較研

究 セ ン トスルモ ノナ リ｡組 織Allergieノ 系統

的形態學的研 究ノ・R6ssle,Gerlaeh及 ビKlinge

氏 等 二依 ツテナサ レ、余等 モ亦撒年東之 レガ研

究 二從事 シツツあ レ所 ナ 馬 其 ノ根 本形式 ハ血

管及 ビ結締織系統 ノ滲出性攣性性攣 化工始 マリ

亜之組織球性 一結締織牲細胞 ノ檜殖 轟依 ル肉芽

腫形成 ヲ認 メ途 轟ハ癩痕 嘩残 シテ治癒 スルモノ

ナ リ.該Allergie牲 攣{ヒ ノ本質 ノ・循環障碍二

蹄 因 シ、 先 ヅrttt管壁 ノ透 化挫 昂進 二依 リテ白1血

球 及 ビ績維 素二富 メル滲 出液 ノ滲 出 ラ認 人 結

締織績維 中工浸潤 シテ所謂Fibrinoid漿 性 ヲ起

シ更 二高度 ナル トキ・・壌 死 二陥 ル(Fibrin◎id壌

死/時 日 ノ経過 ト共 工増 殖 セル組織球 性結締織

細胞 ハ腫 大 シ原形 質ハ聯基 性色 素 二好 染 シ、多

クハlfU管 テ巾心 トシテ特異的肉芽腫形成 ヲ螢 ム

モ ノナ リ｡肺 臓 二於 ケルAllergie性 攣 化 ノ

研 究ハLauche以 束Friedberg石 岡 、Fried,

Krau9.peu.Thiess,Kampmann葉 及 ビ余等

ノ教 室 ノ野村 ノ研 究等 多 クノ業績 ヲ見 ル、之等

ノ諸 實験 ハ人艦 ノ大葉性 肺炎 ノ縫 生機序 ヲ解明

セ ンガタ メ企 ラ レタルモ ノニ シテ、抗 元 トシテ

異種K且液 テ使 用 シテ再 麩置ハ氣 道 内二蔽接注 入
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セリ｡然 ル トキAllergie性 肺炎ノ・急激二誘號

セラルルモ其 ル鑛大ハムシロ竈病状ラナシ、組

織學的二間質性増殖性乃至滲出姓加答見性肺炎

像 テ呈 シ、 時期的推移、Fibrinノ 析出等二於

テ爾クループ性肺炎 トノ間ニー定 ノ差異 ヲ認ム

ルモ ノナ リ｡今 野村 ノ成績 ヲ引用スル轟、注射

後早期二廣範園二亙ル重篤ナル氣管枝性肺炎像

テ認 メ、組織學的二肺胞腫ハ漿液性滲出物 二混

ジテ白血球、大滲出細胞 ノ滲出ヲ認 メ、肺胞壁

血管ハ高度二充血 シ屡 ≧出血テ生 ゼリ｡多 核白

血球ハ2～3日 後急速轟消失 シ時間 ノ経過 ト共

二肺胞壁ハ結締織性一組織球性細胞 ノ増殖ニ依

リテ肥厚 シ、肺胞内二於テ所謂大滲出細胞出現

シテ肺胞腔ヲ充 シ限局性肉芽腫檬像 ヲ呈ス｡又

血管壁二Fibrinoid攣 性サ認 メタルモノアリ、

且嗜盤基性圓形細胞 ノ浸潤、内被細胞檜殖及ビ

血栓形成ヲ認 メ、實質二於テハ限局性Fibrinoid
き

一壊 死 ニー致 ル所見 ヲ確 メ得 タルモ ノア リト云

フ｡

斯 クノ如 ク血 清 ヲ抗 元5セ ルAllergie性 肺 炎

ハ急激 二誘褒 セ ラ レ、病 攣ハ滲出型 ヨリ増殖型

二移行 スル等其 ノ反慮形式 ノ・結核菌 ヲ抗元 トセ

ル 余等 ノ成績 ニ ー致 ス｡雨 者共 二 初期病 愛ノ・

循環障碍 二蹄因 シ著 明 ナル充 血、、肺胞 腔内 二多

核白血球、大滲出細胞 ヲ含 メル漿液性物質 ノ滲

出 ラ認 ムル貼 ノ・一致 ス｡然 レ ドモ仔細 二検 スル

ニ血 清例 二於 テノ・血管壁及 ビ結締織 ノFibrino｡

id漿 性 及 ビ 肺 實質 二Fibrinoid壊 死 テ認 メ

タルモ ノアルモ、結核 再感 染例 二於 テノ・血管及

ビ結締織 ノ、水腫檬 髪粗 ヲ呈 セルニ過 ギザ リキ｡

叉 後期 ノ壇 殖現象 二 於 テ血 清例 二 於 テハ 結締

織性 一組織球 性細胞 ノ原形質 ハ嗜盟基性 ニ シテ

特異的肉芽腫 テ形 成 スルニ反 シ、結核 菌例 二於

デハ固有 ノ類上皮細胞 ニー致 シ、血清例 ノ夫 レ

ト明 ラカニ塵別 シ得 ルモ ノナ リ｡以 上 ノ事實 ヨ
リ

リ明 ラカナルガ 如 ク 結核 菌 ヲ抗元 トセル 肺 ノ

Allergie性 瞼 化 ノ、血清例 二於 ケル 所謂 特 異的

Allergie性 墜 化h或 程度 ノ差異 ヲ示 スモ ノナ

レド其 ノ滲 出姓病 攣Z檜 強 ト増殖 機轄夫促進形

式 ハ全 クー致 スルモ ノナ リ｡組 織Allergieノ

形 態學 的特 長 ハ 血管 系統 二 於 テ最 モ 顯著 ニ褒

現 スルノ・R6ssle以 束 諸先人 ノ等 シク認 ムル所

ニ シテ、Allerg{e性 攣 化 ノ追求 ノ 目標 トセラ

ルルモ ノナ リ｡然 ルニ結核Allergie二 關 スル

實験的研究 二於 テ從來血管病慶 ノ記載 二乏 シケ

レドモ近年Schwartzハ 肺 臓 ノ結核再感染 工

・於 ル組織學的攣化 テ観察 シ
、特 二血管系統 ノ病

髪 ヲ詳述 セルモFibrinoid攣 性 揺 已載 ナ ク、葉

モ亦之 レニ言 及 セザ リキ｡

サ レバR6s鼻le以 東Allergie性 組 熾學的攣化 ノ

目標 ト看倣 サルル血管一結締 織系統 ノFibrin《>

id慶 性 力 肺 ノ結核再感染 二於 テ顯著 ナ ラザル

故 二之 レテ以 テ肺 ノ結核Allergie性 攣 化 ラ云

々 スベ キ指針 トナ シ難 キモ ノナ リ.

蘇 ツテ結核Allergieノ 形 態學的研究 二關 入ル

文献 ヲ通覧 スルニSchwartz,Ricker,Kalbfl-

eisch,ノ ・循環障碍 ラ以 テ最 モ重要+ル モ ノナ リ

トシ、初期 二見 ラル ル滲 出性病痩ハ全 ク之 レニ

依 リテ決定 セラルルモ ノ+リ ト主張 ス｡郎 チ血

管 ノ充血 及 ビ透過性充進 二依 リ肺胞 内二滲出液

(Liquordiapedese)、 多核 白血球(LeukodiapS

dese)、 赤 血球(Erythrodiapedese)○ 滲 出テ認

メ、更 二病攣 ノ高度 ナ ル トキ・・血行艀止 ラ起 シ

長時間持績 スル トキハ組織 ノ壌死 ラ惹起 ス ト云・

フ｡

Schwartzノ ・此 ノ際見 ラルル 血管攣 化 ラ精 査

シ、再感染 二 於 テハ 高度 ノ血管 内 被細胞 ノ檜

殖、血管周園 二園形細胞 ノ浸潤 ⇒認 ムルモ ノナ

リト云 フ.更 二注 目スペ キハ 結核 再感染二 於

テ病攣 ノ、結核菌 ノ沈著部位(Fokus)ノ ミチ ラ

ズ、 コ ノ周園 二禰蔓姓 二浸潤 シ、大量菌 ノ使 用

ユ於 テハ 臓器全艦 二亙 り、 肺臓 二 於 テ～・大葉

性 二近 キ所 見ラ 呈 スSchwartzハ 之 レヲ臓器

反慮(Organreaktion)ト 構 セ リ｡斯 カル 初期

滲 出性病攣 二比較 的急速 二潰退 シ、肺胞 内大輩

核細 胞 ノ出現 及 ビ賄胞壁 二於 ケル類 上皮細胞 ノ

形成 ノ・促進 セ ラ レ檜殖性病 攣ハ著明 トナル｡然

レ ドモ其 ノ後 ノ経過 ハ薗 生量的關係 二依 リテ異
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リ、少量例二於テハ病攣ノ・初感染封照例 二比 シ

テ治癒傾向強 ク、反之大量例二於テハ病攣 ノ・封 ・

照例 ヨリ檜悪 シ乾酪愛性及ビ之 レニ俘 フ察洞形

成モ亦著明 トナル.

サテ上記再感染二見ラルル病攣ハ初感染像二比

シテ組織學的二如何 ナル差異 ノ存スルモノナ リ

ヤテ考ブルニ、本問題 二就 イテハ古來種々論議

セラレ、之 レヲ質的差異 ト看倣 スモノ、反封二

時間的量的差異二過 ギザルモノト主張 スル者 ア

リテー定 ノ決論 二到着 セザルモ、余等 ノ實験成

績 ヨリ見ルニ結核Allergie性 炎症ハ抗元抗罷

反慮 二基 ク組織 ノ障碍作用ナル黙ニ異論ハナケ

レ ドモ、其 ノ表現 セラル ル組織攣化 ノ形式 ハ纒

過的、程度的、時間的 ニー定 ノ差異 ヲ見出 スモ

ノナルモ、 以上 ノ研 究 ノミヨリシテ 人磯 ユ於

ケル複雑 ナル 結核症 ノ嚢 生 ト之 レニ 内在 スル

Allergie性 因 子 ノ影響 二就 テノ・全面的 ナル解決

ヲ得 ルハ困難 ナル ヲ以 テ、以上第一、第 二編 ラ

研究登展 ノ段階或 ノ、封照 トシテ更 ユ第三編 ノ研

究 二至 ラン トスルモ ノナ リ｡

圭 要文献 後述'

(本研究 二要 セル費用、文部省科墨研 究費 ノ援

助 二依 ルモ ノニ シテ弦 二謹 ミテ謝意 ヲ示 ス)
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